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会報８号の発行にあたって

事務局長　八　柳　昭　義

　この会報は会員の皆様に当同窓会の運営､活動などについて報告することを第一の目

的にしています。その他同窓会関係の情報なども伝えることです。皆様からの同窓、同

期の方々や同期会などの開催などの惰報が有りましたら事務局や各期の幹事にお知らせ

下さい。又運営についてのご意見ご要望などについてもお待ち致しております。

　さて、当同窓会は昭和３２年討９５７年）に有志の方々が集まり同窓会を作ったの

を始まりとし昭和５１年に能代高校同窓会東京支部として本格的な組織作りをして活

動を始め、昭和５６年（１９８１年）に会員数も多くなったので独立の組織として活動

することとし、名称も「能代高校東京同窓会」となり今日に至っております。

　これまでに当会の運営に携わって下さいました諸先輩の意志を受け継ぎ､幹事役員の

方々と会員皆様のご支援ご協力を得て､当会のさらなる発展を願い運営してまいります

のでよろしくお願い申し上げます。

　会員皆様のご意見ご要望をお待ち致しております。

多くのメッセージを

　　　　　　　副会 長　畠 豊　彦

　最近新聞などで「断層」とか「発信力」という言葉を目にします。21世紀を目前にし

た今日、過去の地殻の崩壊に伴う地盤の食い違い現象は､明日の世界の変化を予感させ

ます。それは、人間の心にも生じている現象です。人間社会をより活気付け、より人間

らしく生きていくためにも各個人または団体が白身のメッセージを強く発信する必要性

を問われている時代であると思います。

同窓生の皆さん､同窓会の場を利用して自分のメッセージを発信し合いませんか。もっ

と多くの機会を通じてもっと沢山の同窓生との心（情報）のつながりを持ちたい一多く

の同窓生のそのような気持ちが､今回の会報8号の形になりました。今後の能代高校東

京同窓会会報にご支援ください。
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平成９年度年会費納入者ご芳名

平成10年７月６日現在

　能代高校東京同窓会の運営に関しましては､日頃から何かとご協力を賜り誠にありが

とうございます。心から御礼申し上げます。

昨年度の会費（年3､000円）を納入いただいた方は、次のとおりです。この納入金は会

の運営費の一部として大切に運用させて頂きます。

　今年度も引き続きご協力のほど宜しくお願い申し上げます。（ハ柳事務局長）

（敬称略）

旧17

旧18

旧19

旧20

新１

新２

新３

新４

新５

新６

石川浩之、岩森螢肋、梅田恭三、川村幸信、工藤典夫、高橋義三、鷲谷利巳

(以上フ名)

愛沢鉄治、潮田巌、貝田 正、塩谷昭二郎、高畑政宏（以上５名
一 一 一 ・ 一

1ヽ林　肇、千葉孝夫、古内　保、ハ木喜徳郎（以上４名）

佐藤信一、東海林毅、高畠　隆、大和　好（以上４名）

一一-　　　　　　　　　　　－-･-　　　　　　一一一一-五十嵐嘉久弥、金子隆太郎、鈴木良夫（以上３名）

〃＝■¶JJ一　　　　　　　　　　　===--■　　　　　　　　Ｊ荒川浩二、小野　喬、金谷兼雄、金谷芳郎、塩谷隆二、民谷慎一、日沼　聡

前田栄太郎（以上８名）
㎜ ㎜ ■ j - -

五十嵐資和、江坂昭夫、小野
一 一 －

茂、竹内京一、谷藤義郎、保坂隆司（以上6名･
一　　　　　　　－-・-

石戸忠五郎、伊藤義雄､塚本一也､富山昌俊､土井啓有、村井克自、安井浩一、

吉田　博（以上８名）

相沢裕雄、秋元孝治、設楽義雄、清水良二、田中　亨、成田憲司、三田　登、

宮腰孝一、矢口　裕（以上９名）

今村宏司、金子勝信、木村信逸、小山黎子、豊田　誠、中島正美、畑江道弘、

藤岡寛子、山鯖輝輔C以上９名）

新７ｉ岡部忠､小貫　賓、北島　茂、工藤尊久、工藤鉄也、栗原俊一、佐々木胤麿

　　　田中　秀、民谷垣二、那須秋男、畠　豊彦、平川明三郎（以上12名）

新８ 池内広之､今立甲矢雄、長内明徳、鎌田吉郎､神山正子､北村祐三、京極和典、

近藤勇夫､斉藤史郎、佐々木高博、島田拓爾､杉崎孝雄、豊沢充美、豊田　護、

野呂文雄、畠山信孝、馬場ノリ、原田力次、堀　良三、宮腰英禰、諸沢鈴男、

八柳昭義（以上22名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
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新９ 石岡忠治、梅田政男、大村真陸郎、金沢　稔、川井芳敬、工藤　豊、後藤信義

小林林造、斎藤秀夫、佐藤　斉、七戸節雄、高橋琢也、田中部三、田村豊成、

原　　稔、桧森　寛、片屋孝平（以上17名）

新10 穴山勝良、越後政明、大久保征輝、小野孝則、木村浩平、柴田　睦、東海林郁

三、須田正巳、松島　茂、三浦義輝、村岡公夫（以上11名）

新Ｈ 赤塚鉄男、石川正順、太田勝治、大高幸夫、笹木廣澄、佐藤晃一、鶴田雄右、

清水武久、下間弘道、鈴木元紀、関根市男、塚本祝永、宮腰瑞夫、山崎武

ぐ以上14名）

新12 熊谷幸夫（以上１名）

新13 小林武廣、城野攻一、馬場富男（以上３名）

新14 磯部　博、越前谷明則、高田政勝、高谷　誠、七尾宏一、漬屋裕一、森　喬夫、

(以上７名)

新I刻矢木信章（以上１名）

新16　石川信宏、岸部達行、庄内　正（以上３名）

新17 石山　真、川添能夫、佐々木正男、平沢正知、干場革治（以上５名）

新18 北島英彦、小山欣也、桜庭　均、田村規清、細田静夫（以上５名）

新19 浅野　譲、今野広隆、小野津世子、加賀咲男、新堀益夫、武田　正、若狭秀巳、

(以上７名)

新20 伊藤陽一、川村忠義、畑沢鉄三、松村ひとみ（以上４名）

新21 大塚　進、菅原　渉、田村　猛、野呂文広（以上４名）

新22 加賀谷良博、熊沢朝子、小林哲、三戸和幸（以上４名）

新23 田中　亨、成田忠幸（以上２名）

新25 小林彰、近藤信雄、高橋敦子、高松芳則、渡辺博栄（以上５名）

新271袴田邦夫、松田和彦（以上２名）

新28，石井　喬、今野安信、平川　尚（以上３名）

新29 鎌田隆一、鶴巻美弥子（以上２名）

新31 越後久美子、鈴木裕美子（以上２名）

合計　１９９名

ハゲ・虫歯・ガン・伝染病以外はなんでもＯＫ

人生100年になろうとしている現在､健康を害していては生き

ている甲斐がない！薬剤では手に負えない､事故等の後遺症や

生活習慣病等で、医者に見捨てられた方、おいで下さい。

　関根カイロプラクティツク院　　新制11期生関根市男

渋谷区渋谷1-8-5　グローリア宮益坂302　電話03-3406-1189（予約制）
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旧９

旧13

旧14

旧15

旧16

旧17

旧19

新Ｉ

新２

新３

新４

新５

新６

新７

早崎敬治

勝永金一

村木良二

吉田信一

熊谷洋三

高橋義三

小林　肇、ハ木喜徳郎

金子隆太郎、鈴木良夫

小野　喬

小野　茂

塚本一也、

相沢裕雄、

今村宏司、

岡部　忠、

畠　豊彦、

新８　鎌田古郎、

　　　堀　良三、

新９　梅田政男、

　　　高橋琢也、

新10

新11

新12

新14

新15

新16

新17

新18

新19

新21

新22

新25

新28

新29

新35

新37

穴山居良、

石川正順、

宮腰瑞夫

熊谷幸夫

土井啓有、村井克自、安井浩－

田中哲男、成田憲司、矢口　裕

中高正美、畑江道弘

工藤尊久、栗原俊一、佐々木胤麿、佐藤　壽、民谷悦二、

平川明三郎

神山正子、北村祐三、近藤勇夫、佐々木高博、杉崎孝雄、

ハ柳昭義

激称略）

畠山 言孝

工藤　豊、後藤信義、小林林造、栗原優子．佐藤　斉、七戸節雄、

田中部三、田村豊成、原　　稔、桧森　寛、舛屋孝平

大久保征輝、須田正巳、三浦義輝

太田勝治、笹水蜜澄、佐藤晃一、清水武久、下間弘道、開校市男、

磯部　博、高田政勝、七尾宏一

矢本信章

庄内　正

佐々木正男、干場革治、横田真理子、木深正裕

北島英彦、小山欣也、田村規清

今野広隆、若狭秀巳

大塚　進、菅原　渉

小林　哲

小林　彰、高橋敦子、渡辺博栄

石井　喬、平川　尚

鎌田隆一

吉田　順

浅野敦志、谷内宏行、工藤　央、渡辺孝之

４－

以上９５名



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能代高校東京同窓会会報8号（1998）

【平成９年３月卒業生のご招待参加者】　　　　　　　（敬称略）

秋林　淳、石由貴也、大高　健、大山俊彦、大山慎也、小野　立、菊地広介、児玉

昌仁、近藤真唯、斎藤充史、佐々木信也、貧村　庄、佐藤　聡、佐藤太亮、佐藤

望、佐藤康之、瀬川貴志、田村　領、長谷川孝明、平泉博仁、福田博貴、三浦憲也、

武藤雄樹、安井浩治、平川真由子、斑目牧子、若狭希末子　　　　　以上２７名

【御招待者】

　同窓会会長

　能高校長

　事　務　局

　学年担任

　参議院議員

　能　代　市

　秋田魁新報社

　能代北高校

能代工業高校

能代商業高校

能代西高校

犬館厘鳴高校

鷹巣農林高校

神馬恒成氏

秋元正英氏

高橋　宏氏

佐沢清誠氏、小倉博信氏

佐々木満氏、小野清子氏

宮腰洋逸市長、佐々木充課長補佐

小笠原直樹氏（東京支社）

松村妙子氏､阿波野弘子氏､中島淳子氏､柴田漬子氏､村山マサ子氏、

布施ヒデ子氏、東海林菊子氏

宮腰昇三氏、斎藤隆広氏、加賀谷五郎氏、工藤肇氏、藤田幹夫氏

佐間久江氏、佐藤千鶴子氏、小林ヒデ氏

飯塚武文氏、友成穂秀氏、石井全夫氏、池端一道氏

武藤　正氏、工藤健次郎氏、菊地靖孝氏、小倉博明氏

畠山善行氏、祐田祐五郎氏　　　　　　　　　　　以上３５名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総計１５７名
　　　－●-　　●　　．Ｓ●=Ｊ　皿■■母校の生んだ名投手の言葉

「技術の指導と人間を育てるのと、さて、どちらにわれわれは比重を置けばいいの

か。私（山田久志）は後者に多くのウエートをかけた。他人の心を読める人問づ

くりを説いたつもりである。心を読める、言い換えれば感謝の念を持てるという

ことで私はそれを率先したバ中略）私はコーチになってからも、この感謝の念を

選手に伝え続けた。「一人の力で勝ったと思うなよ。その気持ちを持てないヤツは

きっと運も開けてこないから」（中略）と助言した。（中略）

　損得勘定が先走り、私利私欲に走る人間が増える集団はまず、崩壊していく。

「ありがとうございました」とバッティング投手に自分がもらったホームラン賞な

どの景品を「使ってください」とできる野手が増えればチームに絶対に強くなる」

（近刊　プロ野球「勝負強さの育て方」山田久志著・PHP文庫）

　さすが、通算ニ八四勝、母校の生んだ名投手の言葉である。毎年一度の同窓会

だが、つい惰性的になって、本来持つべき母校への感謝の念などどこぞへ置き忘

れた私には、「ハッ、スミマセン」と頭の下がる至言である。

-
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～東京同窓会風景～平成9年lo月

新卒の諸君

懐しい同窓生にも会えました

この不況に終わりはあるのか。

話題はどこでも湿りがちだが、

東京同窓会に出席する方たちの

声はなぜか明るく、浮き世の波

風も「どこ吹く風」に…。

－６－



先輩と後輩（神馬会長・佐々木涌さん・渡辺さん）

能代が生んだ唯一大の直本官作家（1959年

上半期・受賞作品『馬淵川J）渡辺喜恵子先

生の遺影（左）と女優浅利香津代さんのr足

の裏の神様』公演ポスター（右）

正真正銘の秋田美人に会えた

フ

能代高校東京同窓会会報８号（1998）

とっても明るい新卒者

エール交換

久 ぶり
ー
ー

そのあとの二次会です
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一

８－

※同窓生の近況一活躍

秋高遠総会に出席した能高役員、幹事

　　　　ぐ平成10年７月15日）
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能代高校東京同窓会会報８号（1998）

17回目の「1･2･
み
３・会」（新制１１期生の会）

宮　腰　瑞　夫

東京同窓会の故板倉会長から「同窓会に来てみないか」と葉書を

いただき、巷渓会館へ向かったのはもう20年以上前でしょうか。

小生は阪神旭区で社会人となったので､秋田県出身者に会えるこ

とは稀有であった。そのせいか、同窓会で能代高校の旧友に会え

るかも知れない…という期待に胸をはずませながら地下鉄の蕩荷谷駅に降り立ちました。

　同窓会で田中善明君、太田勝治君に出会えた。田中君は剣道部で、太田君は文芸部

で、小生は硬式野球部でそれぞれ部活に熱中した時代以来のことでした。

　談笑の中で、同期会をつくろうと持ち上がり、82年１月23日、池袋のピアノ・バー

「エテルナ」にの店は、剣道部主将　伊藤正男君が建装した御縁で決まった）で18人

の仲間が集合し旗揚げした。開催日にちなんで「１・２・３会」とし、池袋の「秋田屋］

六本木の「能代」門前仲町の「男鹿半島」新小岩の‾寒風山」等で同期会を重ねてきた

が、今年２月は西麻布の『鹿角」で第17回を迎えた。その仲間も２～３年後に還暦が迫

り来る。本卦還が21世紀へのブリッジとなるのも辰巳年の運命でしょうか。意気軒昂

で間成したいものである。（新制11期生）

●●●● ●● ●●● ●● ●●●晋●●●曇●●●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「ヤツメ、キリタンポ」の集いのお知らせ

　　　　　　　　　　　　　事務局長　八　柳　昭　義

● ●

　昨年から「キリタンポかやぎ」と「ヤツメかやぎ」、その他「かすべの煮物」、「たら、ダ

ダミッコ鏑」、「はたはたのすし」などの郷土料理を食べる集いを開催しております。

　この集いは能代市内の各高校東京同窓会の主催で行い､末代川流域の能代､北秋田､大館

地区の高校同窓会の方々が集まって催しています。

　この集いはヤツメ、キリタンポ、カスベなどを食べたい方が出席する集いです｡その他の

主旨は一切無しです｡会場は東京都品川区北品川の御殿山森ビル内の御殿山ヒルズレストラ

ンです｡料理の材料については､ヤツメは末代川河口で取れたもの、キリタンポの鶏肉は能

代西高校で飼育された鶏を提供してもらい、キリタンポは能代の「関根のキリタンポ」、ま

い茸も能代の吉田きのこ工房(能代高校出

身)のまい茸､その他カスベ、ダダミッコ、

はたはたのすしなど能代から取り寄せたも

のを使用しています。

　次回は来年２月中旬の土曜日午後に開催

の予定です｡ヤツメなどを食べたい方は是

非ご出席下さい｡出席ご希望の方は返信葉

書の通信欄の「ヤツメ会出席」に○印をつ｝

けて出して下さい｡日程が決まり次第案内

書を送付致します。

作家･灰谷健次郎さん(右)ハ戸さん(北高OB)
も参加してくれました。11期生の大高氏(中)

10
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¬

」

同窓会活用は人脈作りの第一歩

くできるところからスタートすること＞

　貴方は今、十分な人脈を持っていますか？

　仕事のこと、遊びのこと、趣味のこと、はたま

た、人生を有意義に過ごすためには、いつでもあ

なたの力になってくれる人脈が絶対に必要です，

　特に、この頃は、景気もスッキリせず、いつ自

分がその渦に巻き込まれるかわからない不透明な

時代になってきました，今こそ、いさ･どんな事が

おきても、どっしりと・
落ち着いて仕事や人生Ｓ

に取り組んでいけるた１

めに役立つしっかりし｜

た人脈を築いて欲しい・
と思います。

　「人脈作（と聞く１

と、高額なお金をつ

かっていろいろの勉強

会に出たり､研修会に参

加したりと考えがちで

す｡それも有望な一つの

方法でありますが､意外とあなたの身近に有力な

人脈作りのタネはあるものです。つまり、学校の

同期生や同窓会などは一番身近で､大変有望な人

脈の宝庫です。

　我が能代高校同窓生には、政界、経済界、実業

界、法曹界、スポーツ界、芸能界、芸術界、その

他ありとあらゆる階層にわたって大勢の先輩（後

輩）諸氏がそれぞれの仕事で、大活躍されている

ことをご存じですか？

＜進んで幹事役を引き受けること＞

　あなたがこれから進みたいと思っている仕事で

何か悩みがある場合、先輩（後輩）の中にはすで

にその遠の成功者である人がいるかも知れませ

ん。あなたもその遠でぜひ成功したいならば､先

輩（後輩）とまず知り合いになることですね，同

郷のよしみ、同窓のよしみということで、あなた

が真剣に仕事や、人生に取り組んでいれば､先輩

（後輩）は必ず、力になってくれるはずです。

　同窓会で人脈を作る第一歩は､年一回の同窓会

懇親会は勿論、隔月の幹事会に出席して、ます自

分自身を売り込んで下さい。そして、同期生の中

での幹事役を進んで引き受けて下さい。また、同

期生の世話役を一所懸命やってみて下さい｡最初

一

は少し大変でしょうが頑張って下さい。

　我々秋田県人､なかでも県北人は、引込み思案

が特性みたいですが､人脈作りには、そのことは

関係ありません，まず、自分自身を素直にさらけ

出して、人間関係を作ることから始めて下さい，

同窓生との人間関係を築く努力をして､自分自身

を磨いていけば､人脈作りの第一歩は成功同然で

す。あとは、一歩一歩、コツコツと粘り強く、努

沢山の新しい人脈できました

力を重ねれば､必ず､先輩からの

目にも止まるし、信用もどんど

ん増して、人脈もだんだん増え

てゆくはずです。

くいろんな生き方を実感するこ

と＞

先輩というものは、後輩が一所

懸命頑張って誠実に仕事をして

いれば、必ずバックアップして

くれるものです。

　私自身のことで言えば、先輩

には本当に世話になりました。

！
一

仕事は勿論ですが、それ以外でもいろいろの面

で、面倒をみてもらいました。

　最近は､能代市内の各高校はじめ県北の高校と

の付き合いも始まりました，

　夫々の高校も大変ユニークで､各界で活躍され

ておられる有名人も多岐に亘っており、その方々

との付き合いや人脈作り払とても楽しいことで

す｡お互いにいろいろの面で付き合っていいとこ

ろを取り入れたいという積極的な姿勢が各高校に

はあるようです。

　また、末代川流域関係の北秋田、大館地区の高

校同窓会との付き合いも始まりました。これは、

ヤツメウナギ、キリタンポ、カスベ、ハタハタ、

などの郷土料理を囲んでダベる楽しい会です。

食材も酒もすべて地元産を用意してのパーティで

す｡地域が県北全体に広かりますので､参加者も

それぞれを代表しての参加ですので､これも人脈

作りには最高のチャンスだと思います。

　いろいろの分野で活躍されておられる先輩､後

輩のたくさんいるこの能代高校東京同窓会にどう

ぞ参加して沢山の人脈を作ってください。知人、

友人､親友が沢山いるということは人生で最高の

財産ですよ。

１１－
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穴山

副会長

副会長

副会長

事務局長
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　　旧14　村木良二　新９　野呂田教義　　新19小野市世子　　新28石井　喬

　　旧16　熊谷洋三　新10大久保征輝　　新21大塚　進　　新31鈴木裕美子

　　新１　鈴木良夫　新11関根市男　　新23小河範也　　新37川上長人

　　新３　伊藤康孝　新12熊谷幸夫　　新23加賀　久毅　　新37工藤　央

　　新３　ハ杉和男　　新14磯部　博　　新25小林　彰

　　新５　相沢裕維　新15武田　功　　新25渡辺海栄

　　新６　山肩輝輔　新15矢本信章　　新26庄内俊憲

　　新７　栗原俊一　新17干場　革治　　新26森岡雅信

　　新９　佐藤芙哉　新17米渾正裕　　新26原田　治彦

幹事のいない期がまだ多数ありますが、一人でも多くの幹事を出すようにお願いします。自薦、他薦

かまいません。今こそ出会いのチャンスです。積極的な参加をお願いします。

能代高校東京同窓会会報８号（1998）

※日　時　平成１０年１０月２日（金曜日）

　　　　　午後５時３０分から　受付開始

　　　　　午後６時ＯＯ分より　総　会

　　　　　午後６時３０分より　懇親会～　　１

※会場学士会館

　　　　　東京都千代田区神田錦町3－28

　　　　　電話03－3292－5931

　　　　　（地下鉄「神保町駅」下車徒歩１分〕

※会　費　男性会員７，０００円

　　　　　女性会員５，０００円

8時40分閉会の予定

匹匹匹匹『同伴家族４，０００円

学　　生２，０００円

尚、年会費未納の方は当日会費と合わせて受付します。（年会費3､000円｝

　（※ただし、旧制の方は年会費は不要です）

出欠の有無につきましては同封の返信用葉書に記載の上､9月20日頃迄にご返送下さる

様お願い致します。返信用葉書は切手を貼らずにお出し下さい。

能代高校東京同窓会役員・各期幹事

会長

副会長

副会長

副会長

小林

杉崎

高田

菅原

　肇

孝雄

政勝

　渉

(旧19期)

〔新８期)

(新14期)

(新21期)

副会長

副会長

副会長

監事

義三

正順

　正

勝良

豊彦

勝治

秀巳

昭義

ぐ新７期)

(新11期)

(新19期)

(新８期)

(旧17期)

(新Ｈ期)

(新16期)

(新10期)

畠

太田

若狭

八柳
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